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論文内容の要旨
第Ⅰ部　摂食障害研究の概観と本論の課題
第1章　摂食障害
摂食障害は思春期から､とくに青年期女子に顕著にみられる｡しかし､自らの体重･体型を気にして
ダイエットに励むことが社会的に当然とされるような今日では､従来から摂食障害の特徴として指摘さ
れてきた強いやせ願望や肥満への嫌悪感のみでは摂食障害を測定することはできなくなっている｡そう
した中､摂食障害の診断基準は満たさないものの､それに近い症状や心性を持つ人々が増加しており､
臨床の場においても､これまでの診断基準の枠組みにあてはまらない､より複雑な症状を持つ患者が増
加している｡こうした近年の傾向は､社会環境の変化と複雑さ､摂食障害の発症､促進､持続に関わる要
因の煩雑さによって､摂食障害に対する理解が困難であるという現状をよく表している｡
このように､摂食障害という疾患の全体像は多様化､複雑化してきており､その輪郭はあいまいになっ
ている｡摂食障害のさまざまな現象を正しく理解するためには､正しい知識が必要となる｡病態や病気
の重篤度に応じた臨床像ならびに心理的な特徴を正確に把握することで､より効果的な治療を考えるこ
とができる｡そこで､本論文では､摂食障害におけるさまざまな心理的特徴やその全体像について検討
することを目的とした｡
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第2章　摂食障害に関わる要因
現時点では､摂食障害は生物学的･心理学的･社会的要因の複雑な相互作用により生じると考えるの
が一般的である｡第2章では､先行研究を生物学的要因､心理学的要因､社会環境的要因に分けて概観
した｡摂食障害の発症や症状の促進､持続､再発それぞれに関わるさまざまな要因が取り上げられ､多
くの研究者によって論じられているが､本論文では心理学的要因に注目し､課題を挙げた｡摂食障害に
関しては､すべての人々が納得するよすな理論は未だ確立していない｡摂食障害は現在進行形の疾患で
あるとの視点に立ち､周辺の変化に注意しながらもその疾患の本質となる心理を正確に見極めようとす
る姿勢が求められるだろう｡
第3章　摂食障害研究の今後の展開
近年､精神疾患に特徴的な心理的特性について遺伝性が指摘されている｡摂食障害研究においてもこ
うしヱ:生物学的研究の進歩が目覚しい.これまでの摂食障害における遺伝的･生物学的証拠の存在は
｢可能性｣を指摘するにとどまっでいたが､その心理特性に関わる遺伝性がようやく明らかにされようと
している｡こうした議論はさまざまに論じられ混乱を来たしていた摂食障害の病因についての仮説の整
理に貢献するだろう｡遺伝性が指摘されている心的特性として､完全主義特性と強迫特性､不安特性な
どのパーソナリティ要因が挙げられる｡これらのパーソナリティ要因と環境要因を絡めた総合的な検
討･考察が重視されるようになってきている｡
第4章　治療に関する諸理論
摂食障害患者本人の特性と彼らを取り巻く環境は､治療上の困難を生じさせる原因となることが指摘
されている｡そのため､患者のさまざまな特性を考慮した治療が必要となる｡第4章では摂食障害の治
療に有効とされる精神療法や薬物療法を取り上げ､その効果と問題点について整理した｡しかし､現時
点では決定的な治療法は確立されておらず､どのような治療法を選択するかは治療者側に大部分が委ね
られている｡どのような患者にどのような治療が適切であるか､また病気の段階によってどの側面にア
プローチするのが適当であるかについて､詳細な検討が必要である｡
第5章　摂食障害の経過と予後
摂食障害患者の経過と予後については先行研究によってある程度明らかとなっている｡摂食障害では､
病型の変化や人格障害などのcomorbidity(合併症･並存症)が生じる割合が比較的高く､これらには症
状が長期間持続することが大きく影響しているとされる｡症状の持続による生理的､心理的特性の変化
が二次的な障害に関連することから､早期に適切な治療を行なうことが重要である｡先行研究からは､
摂食障害の病態の変化や疾患の回復にともなって変化しやすい特性､変化しにくい特性があることが明
らかとなっている｡それぞれの変化について詳細に検討することは､疾患の回復に貢献する要因を特定
することにもつながる｡
第6章　本論文の課題
第Ⅰ部では､摂食障害について､いま現在における問題点を明確にするため､摂食障害に関する研究
の歴史や診断基準作成の経緯､診断基準の変遷についてまとめ､摂食障害の発症および病気の経過､発展､
予後に関連する要因についての知見を整理した｡
本論文では､摂食障害をさまざまな側面から検討することによってその全体像を明確にすることを目
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指した｡とくに､摂食障害の心理的特性に焦点を絞って心理的な特徴と摂食障害の現象について検討す
ることとし､目標遂行のための課題(1-6)を設けた｡まず､臨床群と非臨床群の相違について検討す
るため､摂食障害傾向が高い一般の青年期女子の心理的特徴や行動の特徴を明らかにする(課題1 )｡と
ころで､摂食障害群は一般群と比較してストレスに弱いことや自尊心が低いことが指摘されているが､
他の精神疾患との相違については十分に検討されていない｡他の精神疾患との相違を明らかにするため､
ストレス脆弱性(課題2)と自尊心(課題3)に注目し､それぞれの特徴について検討する｡また､摂食障
害の中心的特徴とみなされてきた自尊心の低さについても取り上げる｡容貌も含めた自己の外見に注目
し､外見に関する自己評価が自尊心およびその他の心理的特性に及ぼす影響を明らかにし(課題4-1)､
自尊心の構造についての考察を試みる(課題4-2)｡さらに､摂食障害症状の維持･発展に貢献する要素
として完全主義特性にも注目する｡完全主義特性は単独ではなく､他の要素と関連することによって摂
食障害発展へのリスクを一層高めると推測し､摂食障害に関与する完全主義の要素についても検討する
(課題5)｡そして､症状緩和に貢献する要因や､病気の段階を判断する指標について考察するため､摂
食障害の経過と特性の関連についても検討する(課題6)0
本論文では摂食障害の心理的な特性を重視するが､それらに関連する社会環境要因も取り上げること
によって総合的な考察を試みる｡摂食障害の全体像を傭轍する上での新たな視点を提起し､摂食障害の
正しい理解を促進したいとの思いが本稿執筆の主な動機である｡
第Ⅱ部　摂食障害に関する実証的研究
第Ⅱ部では､摂食障害の心理的特性を理解するための実証的な研究を行なった｡第Ⅰ部で挙げた課題
のそれぞれについて検討し､摂食障害の発症､症状の維持に関わる要因の特定を試みた｡
第1章　一般女子高校生における摂食障害
第1章では､一般の女子高校生を対象とし､摂食障害傾向と日常生活および身体に関する評価との関
連について検討するため研究1を行なった｡その結果､強い摂食障害の傾向が非臨床群の一般女子高校
生においても高い割合で認められ､摂食障害傾向が高い人は､体型についてネガティブな自己評価をし
やすく､生活満足度が低く､生活習慣の乱れが多いことが示された｡これらの兆候は摂食障害に発展す
る可能性があると考えられ､また､生活満足度に関する考察から､とくに摂食障害傾向が高い人々では､
生活満足度の低さの理由として｢外見｣を挙げる割合が健常群より多く､生活における満足感は外見にお
ける満足感によって規定されている可能性が示唆された｡これらの結果より､摂食障害傾向と日常生活
や身体に関する自己評価の関連について､自尊心など他の心理的特性も含めより深いレベルで検討すべ
きという結論に至った｡
第2章　精神疾患としての摂食障害
第2章では､医療機関にて摂食障害の診断を受け､通院･治療中である臨床群を取り上げ､他の精神
疾患患者との心理的特性の違いを探ることとした｡研究2では､ストレス脆弱性に注目し､自尊心や生
活満足感などに関して各疾患の特徴を検討した｡その結果､統合失調症群を除き他の精神疾患群はそれ
ぞれ特徴を持っていることが示され､摂食障害群の特徴としては治療による特性の変化が顕著であるこ
とが挙げられた｡適切な治療を受けている摂食障害患者は､未加療の患者よりも､強いストレスからの
回復力を示すリズイリエンシーのレベルや自尊心､生活に対する満足度が高かった｡このことから､摂
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食障害の治療がリズィリエンシーや生活満足感の上昇および自尊心高揚を促していると考えられた｡
第3章　摂食障害における自尊心特性
第3章では自尊心特性に注目し､外見に対する自己評価との関連から摂食障害について検討した｡研
究3より､摂食障害患者と摂食障害から回復した人では､外見の自己評価が自尊心に影響する度合いが
異なっており､摂食障害患者は､回復ヒた人よりも自尊心のリソースに外見が占める割合が大きいこと
が示された｡この結果から､摂食障害患者においては自尊心のリソースが外見に偏重しているため､外
見以外の面での自己評価が自尊心高揚に結びつきにくいと考えられた｡また､摂食障害患者の特徴であ
るとされる自尊心の低さや外見に対するネガティブな評価は､自己評価の厳しさを表しているとも考え
られた｡自己評価が厳しい､つまり常に批判な目で自己を評価することは完全主義の主要な特徴でもあ
ることから､摂食障害患者がやせた身体を追求し続ける､その中心的な病理として完全主義特性に注目
する必要があると考えた｡
第4章　摂食障害における完全主義特性
第4章では､摂食障害に特徴的とされる自尊心や身体および生活に対する自己評価などの心理的特性
について､完全主義的な思考あるいは特性が加わることで摂食障害へのリスクがより高まる､あるいは
その症状がより促進されるのではないかと考え､完全主義特性について検討した｡研究4の結果､摂食
障害患者は一般成人よりも自分の行いに対して疑いを抱きやすく､自分に高い目標を設定しがちである
ことが示され､それらに関する完全主義特性が強いと考えられた｡先行研究においては､摂食障害から
回復した人では完全主義特性の改善がみられないことが指摘されていたが､研究4では摂食障害からの
回復にともない完全主義特性も改善する傾向が示された｡
第5章　摂食障害の治療にともなう心理的特性の変化
第5章では､摂食障害患者におけるcomorbidityの有無が経過そのものや心的特性の変化にどのよう
な影響を及ぼすかについて検討した｡研究5の結果､同じ摂食障害患者でもcomorbidityを有するケー
スはより完全主義特性が強い可能性があり､経過が不良であることが示された｡このことから､先行研
究と研究4の結果の違いには摂食障害患者のcomorbidityの有無が影響していると考えられた｡また､
摂食障害患者は比較的短期間の治療で改善が認められることも示され､早期に適切な治療を行なうこと
によって障害の回復が促進されると考えられた｡
第Ⅲ都　全体考察
第1章　研究結果の総合的考察
本論文では､摂食障害の心理的特性について実証的な検討を目指し､研究1 -5を行なった｡
研究1では､一般の女子高校生を取り上げその心理的特性および行動に注目し､課題1について検討
した｡その結果､摂食障害傾向が高い人々には､体型に対するネガティブな自己評価や､不健康な生活
習慣が認められた｡また､摂食障害傾向が高い人は､自分は太っていると感じやすく､生活満足感が低
いことが示され､生活満足度の低さを外見に対する不満に帰属する傾向があった｡
研究2では課題2と課題3について検討するため､摂食障害と同時に他の精神疾患も取り上げて､ス
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トレス脆弱性や自尊心､生活満足感について比較した｡その結果､摂食障害と他の精神疾患では､スト
レスからの回復力や自尊心､生活満足感の程度に違いがあることがわかった｡とくに摂食障害の治療が
順調に行なわれている群では､比較的､一般成人群と似た特性を持っていると考えられ､治療によりそ
れらの特性は改善する可能性が示された｡
研究3では､自尊心に大きく影響する要因として外見に対する自己評価に注目し､課題4-1､ 4-2につ
いて検討した｡その結果､摂食障害患者では､外見に対する自己評価が自尊心に過大な影響を与えてい
ることが明らかとなった｡摂食障害患者では､外見に対する評価が自尊心のリソースとして大きな割合
を占めていると考えられた｡
研究4では､ダイエット行動の持続や促進に関わる要因として完全主義特性に注目し､課題5につい
て検討した｡その結果､摂食障害患者は一般成人よりも自分の行いに対して疑いを抱きやすく､自分に
高い目標を設定しがちであることが示され､それらに関する完全主義特性が強いと考えられた｡また､
完全主義特性は治療によって改善する可能性が示され､この結果は先行研究と異なるものであった｡
研究5では､摂食障害患者に-おけるcomorbidityの有無が経過そのものや心的特性の変化にどのよう
な影響を及ぼすかについて注目し､課題6について検討した｡その結果､境界性人格障害などの
comorbidityを有する摂食障害患者は､ comorbidityのない患者よりも完全主義特性が強い可能性が示さ
れた｡このことから､先行研究と研究4の結果の違いには摂食障害患者のcomorbidityの有無が影響し
ていると考えられた｡また､ comorbidityのない摂食障害患者は比較的短期間の治療で改善が認められ
たが､人格障害やうつ病､統合失調症の患者では､長期間の治療にも関わらず大きな改善は認められな
かった｡摂食障害患者では早期の介入が疾患の経過に影響することから､他の精神疾患以上に､早い段
階での適切な治療が重要な課題であると考えられた｡
本論文では､摂食障害の治療を受けている患者以外にも､摂食障害から回復した人､一般成人の中の
摂食障害傾向が高い人､他の精神疾患患者などを対象として､ストレス脆弱性､自尊心特性､完全主義特
性､生活満足感､容貌受容度などの特性について検討し､以上のような知見を得た｡これらの知見をも
とに､摂食障害患者や摂食障害傾向の高い人々の心理的特性について総合的な考察を試みた｡
本論文の注目すべき点のひとつに､摂食障害患者の完全主義特性についてその詳細を明らかにしたこ
とが挙げられる｡先行研究では一貫して摂食障害患者は完全主義特性が強いことが指摘されてきた｡し
かし､本研究の結果､摂食障害患者は単純に完全主義傾向が強いというわけではなく､本当はミスがあっ
たのではないかと懸念したり､一定の結果を得ても自己評価が低く､満足できなかったりする自己評価
次元においてその特性が顕著であると考えられた｡自己評価に関する完全主義特性が強い人は､自己評
価が厳しいため､他者が満足できる結果でも満足できないと考えられる｡摂食障害患者は生活満足度や
容貌受容度が低いという研究4の結果は､摂食障害患者が､自己評価に関する完全主義特性が強いこと
を意味している｡つまり､摂食障害傾向の高い人はダイエットの効果を低く評価しやすく､満足が得ら
れないため､ダイエットを継続すると結論した｡さらに､摂食障害と関連している完全主義は､社会か
らの期待を受け容れ､それを全うしたいという社会志向性とも関連していることが示唆された｡以上の
ことから､摂食障害患者における完全主義は､ミスを最小限にしたいという`失敗回避'を目標にした､
その評価に関する次元であると考えられた｡それゆえ､この完全主義の傾向は､失敗回避を懸念する不
安傾向や神経症傾向によって一層強まり､摂食障害の発症や症状の発展を促進する可能性があると考え
られた｡
本研究で得られた知見より､摂食障害傾向の高い人は､外見の価値を重視する傾向が強く､自己の体
型に関する評価が低く､いつまでも満足できないと考えるため､外見に関して過度に思い悩むと考えら
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れた｡さらに､社会適応志向の強い人では､社会の価値基準を取り入れやすく､美しきの典型であるや
せた身体を追求すると推測された｡つまり､やせること-の動機づけは､社会適応志向の強さによって
も高まると思われる｡
以上の考察より､摂食障害の症状持続における心理学的反応の自己持続的な性質に注目したモデルを
作成した｡このモデルでは､外見重視志向や社会適応志向などの個人内要因が､生活満足度や容貌受容
度に関する評価や自尊心を低め､ダイエット行動が促されると考える｡また､不安傾向や神経症傾向､
完全主義などのパーソナリティ要因や､やせていることに価値を置く社会風潮などの社会的要因が､摂
食障害の症状を持続させる上で重要な役割を果たしている｡とくに､完全主義特性の自己評価次元や不
安特性が自己評価低下を助長しているため､ダイエットの成果が自尊心の高揚や生活満足感の上昇に結
びつきにくく､過度なダイエット行動が持続されると考える｡そして､これらの要因の相互作用によっ
て摂食障害の悪循環が形成される｡摂食障害が､個人内要因と外的な要因のどちらかの要因のみによっ
て生じるのではなく､両方の影響を受けて形成されていることを理解する上でも有用なモデルと考えら
れる｡
第2章　治療への応用と今後の展開
前章では､本研究の知見をもとに作成した摂食障害の心理的反応に関するモデルを提示した｡このモ
デルからは､外見に関する偏った価値観を修正し､自己に対する評価の低さやミスへの懸念などの完全
主義的な認知を和らげることによって､自尊心の改善を図ることができると考えられる｡このことは自
尊心が治療の経過を図る指標となりうることを意味しており､このような認知の修正を図ることで自尊
心が高揚し､豊かな社会生活を取り戻していくことが期待された｡また､完全主義も治療経過を図るひ
とつの指標となると推測された｡
現在､摂食障害の治療において､最もよく用いられる治療法は認知行動療法である｡本研究のモデル
は認知行動療法が対象とすべき認知の内容や､治療を困難にしている認知の内容について示していると
思われた｡摂食障害患者の治療は､本研究で提示したモデルに示されるような個人特性の変化に注目し
て進める必要があり､そうすることで､その時の患者の状態や治療の効果を把撞できると考えられた｡
第3章　まとめ
第Ⅲ部では､本論文の一連の研究によって得た知見から総合的に考察し､摂食障害の包括的理解を目
指した｡摂食障害の発症および症状の維持について､独自のモデル作成を試みたが､そのモデルは摂食
障害の理解を促し治療を考える上で､少なからず有用な視点を提起するものと思われた｡最後に､｢やせ｣
の効果としての印象操作による社会的な戟略性に注目した仮説も示した｡この仮説の検証と､本研究で
示されたモデルとの関連を検討することが今後の課題である｡
論文審査結果の要旨
本論文は摂食障害の発症､症状の持続､改善の全過程にわたる心理的特性の研究について包括的な論
考を行い､調査によって青年期の摂食障害の準臨床群といえるサブグループの心理的特性､および病院
で治療を受けている摂食障害患者の心理的特性を解明したものである｡
論者は､まず第Ⅰ部では､摂食障害の全体像の近年の変化について検討を行っている｡近年､摂食障
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害の診断基準は満たさないものの､それに近い症状や心性を持つ者が増加するとともに､より複雑な症
状を持つ患者が増加している｡このように､摂食障害という疾患の全体像は多様化､複雑化してきており､
その輪郭はあいまいになっている｡こうした傾向は､社会環境の変化と複雑さ､摂食障害の発症､促進､
持続に関わる要因の複雑化によって､摂食障害に対する理解が困難になってきている現状を示している｡
そこで､摂食障害の現在における問題点を明確にするために､摂食障害に関する研究の歴史や診断基準
作成の経緯､診断基準の変遷についての有様を明らかにし､摂食障害の発症および経過､発展､予後に関
連する要因についての知見を整理し､摂食障害に関する研究の方向づけを行った｡
その整理に基づいて､実証的な研究では､摂食障害の心理的特性に焦点を絞って摂食障害の現象との
関連について検討を行うこととし､研究の課題が設定された｡論文の第Ⅱ部では､摂食障害の心理的特
性を理解するために行われた実証的な研究の結果が述べられている｡研究では､まず､非臨床群の女子
高校生を対象とし､摂食障害傾向と日常生活および身体に関する評価との関連について検討する調査が
行なわれた｡その結果､強い摂食障害の傾向が非臨床群の一般女子高校生においても高い割合で認めら
れること､摂食障害傾向が高い青年期女性ほど体型についてネガティブな自己評価をしやすく生活満足
度が低く､睡眠パターンなど生活習慣の変調が多いことが示された｡生活満足度に関する結果からは､
とくに摂食障害傾向が高い青年期女性では､生活満足度の低さの理由として｢外見｣を挙げる割合が健常
群より多く､生活における満足感は外見における満足感によって規定されている可能性が示唆された｡
実証研究の第二段階では､摂食障害の診断を受け､通院･治療中である臨床群を取り上げ､他の精神
疾患患者との心理的特性の違いが探られた｡その結果､統合失調症群を除いた他の精神疾患群は､これ
らの心理的特性について､それぞれ明確なパターンを有することが示され､摂食障害群は治療によるこ
れらの特性の変化が顕著であることが明らかになった｡とくに､適切な治療を受けている摂食障害患者
は､未加療の患者よりも､強いストレスからの回復力を示すリズィリエンシーのレベルや自尊心水準､
生活に対する満足度が高かった｡このことから､認知行動療法などによる摂食障害の治療がリズィリエ
ンシーや生活満足感の上昇および自尊心高揚を促していると考えられた｡
第三段階の研究では､自尊心特性に注目し､外見に対する自己評価との関連から摂食障害について検
討が行われた｡研究からは､摂食障害患者と摂食障害から回復した元患者とでは､外見の自己評価と自
尊心水準との相関が異なっており､摂食障害患者は､回復した者よりも自尊心のリソースに外見が占め
る割合が大きいことが示された｡この結果から､摂食障害患者においては､自尊心のリソースが外見に
偏重しているため､外見以外の面での自己評価が自尊心高揚に結びつきにくいと考えられた｡さらに研
究では､摂食障害患者の自尊心が､従来考えられてきたような身体全体ではなく､容貌の受容度と深く
結びついていることが明らかにされた｡また､摂食障害患者の特徴であるとされる自尊心の低さや外見
に対するネガティブな評価は､自己評価の厳しさを反映していると考えられた｡自己評価が厳しいこと
は完全主義の主要な特徴でもあることから､摂食障害患者がやせた身体を追求し続ける､その中心的な
病理として完全主義特性に注目する必要があることが考えられた｡
そこで第四段階の研究では､摂食障害に特徴的とされる自尊心や身体および生活に対する自己評価な
どの心理的特性について､そこに完全主義的な特性が加わることで摂食障害のリスクがより高まる､あ
るいはその症状がより促進されるという仮説のもとに､完全主義特性について詳細な検討が行われた｡
完全主義特性の下位尺度を個別に分析した結果､摂食障害患者は一般成人よりも自分の行いに対して疑
いを抱きやすく､自分に高い目標を設定しがちであることが示された｡先行研究においては､摂食障害
から回復した者でも完全主義特性の改善がみられない可能性が示唆されていたが､本研究によって摂食
障害からの回復にともない完全主義特性も改善されることが明らかにされた｡
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このような実証研究の知見に基づいて､摂食障害患者や摂食障害傾向の高い者の心理的特性について
総合的な考察が試みられた｡先行研究では一貫して摂食障害患者は完全主義特性が強いことが指摘され
てきたが二本研究の結果､摂食障害患者は単純にすべての次元において完全主義傾向が強いわけではな
く､一つには自己のミス-の懸念という次元において特徴を有することが明らかになった｡それゆえ､
この完全主義の傾向は､失敗回避を懸念する不安傾向や神経症傾向によって一層強まり､摂食障害の発
症や症状の発展を促進する可能性があると考えられた｡摂食障害患者の完全主義特性のもう一つの特徴
は､達成評価の低さにあることが明らかになった｡そのために､摂食障害傾向の高い者はダイエットの
結果を低く評価しやすく､いったん設定してゴールを達成しても満足が得られないため､ダイエットを
継続すると論者は結論づけた｡
以上の考察から､摂食障害における心理的反応の自己持続的な性質に注目した症状持続モデルが作成
された｡このモデルでは､外見重視志向や社会適応志向などの個人内要因が､生活満足度や容貌受容度
に関する評価や自尊心を低め､ダイエット行動が促されると考える｡また､不安傾向や神経症傾向､完
全主義などのパーソナリティ要因や､やせていることに価値を置くなどの社会的要因が､摂食障害の症
状を持続させる上で重要な役割を果たしていると考える｡とくに､完全主義特性の自己評価次元や不安
特性が自己評価低下を助長しているため､ダイエットの成果が自尊心の高揚や生活満足感の上昇に結び
つきにくく､過度なダイエット行動が持続され､これらの要因の相互作用によって摂食障害の悪循環が
形成されると考えられる｡このモデルは､摂食障害が､個人内要因と外的な要因のどちらかの要因のみ
によって生じるのではなく､両者の影響により形成されていることを理解可能にさせる｡治療上､この
モデルからは､外見に関する偏った価値観を修正し､自己に対する評価の低さやミス-の懸念などの完
全主義的な認知を和らげることによって､自尊心の改善を図り､回復へのルートが開かれると考えられ
る｡現在､摂食障害の治療において､最もよく用いられる治療法は認知行動療法であるが､本研究のモ
デルは認知行動療法が対象とすべき認知の内容や､治療を困難にしている認知の内容がどのようなもの
であるかを示したものであるといえる｡
以上のように､本研究は摂食障害の心理的特性について臨床上も意義のある知見をもたらし､この分
野の研究発展に貢献するところ大である｡よって､本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与されるに
十分な資格を有するものと認められる｡
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